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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウム金属アノードと、カソードと、高分子電解質とを備える電池であって、該カソ
ードは、式ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙを有する化合物の粒子からなるＣ－ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙ材
料を含み、前記粒子は、その表面の少なくとも一部に熱プロセスによって堆積された炭素
堆積物を含み、式中、
　－ＡがＬｉのみ、または原子百分率最大１０％のＮａまたはＫで部分的に置き換えられ
たＬｉを表し、
　－ＭがＦｅ（ＩＩ）もしくはＭｎ（ＩＩ）またはこれらの混合物のみを、あるいは原子
百分率最大３０％の、ＮｉおよびＣｏから選択される１種もしくは複数種の他の金属の原
子で、かつ／または原子百分率最大１０％の、ＮｉもしくはＣｏ以外の１種または複数種
の異原子価もしくは等原子価金属で、かつ／または原子百分率最大５％のＦｅ（ＩＩＩ）
で部分的に置き換えられたＦｅ（ＩＩ）もしくはＭｎ（ＩＩ）またはこれらの混合物を表
し、
　－ＸＯ４が、ＰＯ４のみ、またはモル百分率最大１０％の、ＳＯ４、ＳｉＯ４およびＭ
ｏＯ４の中から選択される少なくとも１種の基で部分的に置き換えられたＰＯ４を表し、
　－０＜ｘ≦２および０＜ｙ≦２であり、係数ｘおよびｙが、酸化物錯体の電気的中性が
確保されるように独立的に選択され、
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　前記材料は、不純物として存在するカルシウムの濃度が略１０００ｐｐｍより低い、好
ましくは略５００ｐｐｍより低い、より好ましくは略３００ｐｐｍより低い、さらにより
好ましくは略１００ｐｐｍよりも低いことを特徴とする、電池。
【請求項２】
　ＭがＦｅ（ＩＩ）のみを、あるいは原子百分率最大３０％の、Ｍｎ、ＮｉおよびＣｏか
ら選択される１種もしくは複数種の他の金属の原子で、かつ／またはＭｇ、Ｍｏ、Ｎｂ、
Ｔｉ、Ａｌ、Ｔａ、Ｇｅ、Ｌａ、Ｙ、Ｙｂ、Ｓｍ、Ｃｅ、Ｃｕ、Ｈｆ、Ｃｒ、Ｚｒ、Ｂｉ
、Ｚｎ、Ｂ、ＣａおよびＷから選択される、原子百分率最大１０％の１種または複数種の
異原子価もしくは等原子価金属で、かつ／または原子百分率最大５％のＦｅ（ＩＩＩ）で
部分的に置き換えられたＦｅ（ＩＩ）を表すことを特徴とする、請求項１に記載の電池。
【請求項３】
　炭素堆積物が、均一であり、接着性を有し、非粉末状であることを特徴とする、請求項
１に記載の電池。
【請求項４】
　炭素堆積物が、総重量に対して略０．０３乃至略１５重量％に相当することを特徴とす
る、請求項１に記載の電池。
【請求項５】
　不純物として存在する前記カルシウムが、主に前記材料Ｃ－ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙの表面
上に堆積されていることを特徴とする、請求項１に記載の電池。
【請求項６】
　不純物として存在する前記カルシウムが主に、任意選択でリチウムを含有するリン酸カ
ルシウムの形態であることを特徴とする、請求項５に記載の電池。
【請求項７】
　材料Ｃ－ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙがＣ－ＬｉＦｅＰＯ４であることを特徴とする、請求項１
に記載の電池。
【請求項８】
　前記材料Ｃ－ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙが、基本粒子および該基本粒子の凝集体から構成され
ることを特徴とする、請求項１に記載の電池。
【請求項９】
　前記凝集した粒子の大きさが１０ｎｍ乃至３μｍの範囲であり、前記凝集体の大きさが
略１００ｎｍ乃至略３０μｍの範囲であることを特徴とする、請求項８に記載の電池。
【請求項１０】
　略５ｍ２／ｇ乃至略５０ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする、請求項９に記
載の電池。
【請求項１１】
　前記基本粒子の大きさが略１μｍ乃至略５μｍの範囲であることを特徴とする、請求項
８に記載の電池。
【請求項１２】
　前記凝集体の大きさが略１μｍ乃至略１０μｍの範囲であることを特徴とする、請求項
８に記載の電池。
【請求項１３】
　前記材料Ｃ－ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙが、基本粒子および該基本粒子の凝集体によって構成
され、該基本粒子の粒子径分布Ｄ５０が略１μｍ乃至略５μｍの範囲であり、該凝集体の
粒子径分布Ｄ５０が略１μｍ乃至略１０μｍの範囲であることを特徴とする、請求項１に
記載の電池。
【請求項１４】
　前記カソードは、集電体を形成する導体基板上に堆積された複合材料膜によって構成さ
れ、該複合材料が、前記Ｃ－ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙ材料と、バインダと、電子伝導性化合物
とを含むことを特徴とする、請求項１に記載の電池。
【請求項１５】
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　前記バインダが、エチレンオキシド由来の繰り返し単位－ＣＨ２－ＣＨ２Ｏ－少なくと
も６０％で構成され、リチウム塩が任意選択でその中に溶解しているポリマーであること
を特徴とする、請求項１４に記載の電池。
【請求項１６】
　リチウム塩が存在する場合に、この塩がＬｉＮ（ＳＯ２ＣＦ３）２を含むことを特徴と
する、請求項１５に記載の電池。
【請求項１７】
　リチウム金属アノードと、カソードと、高分子電解質とを備えるリチウム金属ポリマー
（ＬＭＰ）テクノロジー電池の電気化学的特性を改良するための方法であって、該カソー
ドがＣ－ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙ材料を含み、前記方法が、
　（ｉ）（ａ）式ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙを有する化合物の粒子を含むリチオ化された、また
は部分的にリチオ化されたオキシアニオン系材料、
　（ｂ）式ＡｘＭ（ＸＯ４）ｙを有する化合物の粒子を含むリチオ化された、または部分
的にリチオ化されたオキシアニオン系材料であって、該粒子がその表面の少なくとも一部
に熱分解によって堆積された炭素堆積物を含む材料、あるいは
　（ｃ）（ａ）または（ｂ）の前駆体、
中に不純物として存在するカルシウムの濃度を決定するステップと、
　（ｉｉ）前記カソードの製造に使用するための、略１０００ｐｐｍより低い、好ましく
は略５００ｐｐｍより低い、好ましくは略３００ｐｐｍより低い、さらにより好ましくは
略１００ｐｐｍより低い濃度の、不純物として存在するカルシウムを含有する材料または
前駆体を、（ａ）、（ｂ）または（ｃ）から選択するステップとを含み、
　式中、
　－ＡがＬｉのみ、または原子百分率最大１０％のＮａまたはＫで部分的に置き換えられ
たＬｉを表し、
　－ＭがＦｅ（ＩＩ）もしくはＭｎ（ＩＩ）またはこれらの混合物のみ、あるいは原子百
分率最大３０％の、ＮｉおよびＣｏから選択される１種もしくは複数種の他の金属で、か
つ／または原子百分率最大１０％の、ＮｉもしくはＣｏ以外の１種または複数種の異原子
価もしくは等原子価金属で、かつ／または原子百分率最大５％のＦｅ（ＩＩＩ）で部分的
に置き換えられたＦｅ（ＩＩ）もしくはＭｎ（ＩＩ）またはこれらの混合物を表し、
　－ＸＯ４が、ＰＯ４のみを、またはモル百分率最大１０％の、ＳＯ４、ＳｉＯ４および
ＭｏＯ４の中から選択される少なくとも１種の基で部分的に置き換えられたＰＯ４を表し
、
　－０＜ｘ≦２および０＜ｙ≦２であり、係数ｘおよびｙが、酸化物錯体の電気的中性が
確保されるように独立的に選択されることを特徴とする方法。
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